
Hirosaki University Repository for Academic Resources

�

�

Title 第五回大会記事

Author(s)

Citation 弘前大学國史研究. 35, 1964, p.59-60

Issue Date 1964-06-30

URL http://hdl.handle.net/10129/2722

Rights

Text version publisher

　

　

http://repository.ul.hirosaki-u.ac.jp/dspace/



宗

五

回

大

(云

記

事

本
会
の
才
五
回
大
会
は
､
き
る
野
望

二
十
九
年
五
月
≡

ij
,
弘
前
k
,山手
文
理
写
部
会
蓄
電
を
音
場
と
し
て
舟
催

さ

れ
た

｡
今

回
は
準
億

の
都
合
も
奉
り
､
ま
た
本
会
勧

立
十

簡
茸
記
念
専
業
計
画
の
審
議

に
手
兵
首
青

く
舷
夢

モ
あ

C

て
､
研
究
発
表
会
膏

一解
り
止
め
.
耗
会
と
悪
議
会

と
の
尋

を
行

っ
た
3

総
会

に
は
会
美

の
墳
羊
教

の
也
序
を
得
た
鰐

議
事
i!
茨
の
通
り
で
あ
る
｡

-

簾
帝

報
告

(
永
認

)

2

妄
封
喪
等

(
承
認
)

rv,

会
賓

お
J･<
.ひ
読
代

の
僻

(
決
定
)

4

茶
会
創
立
十
風
声
記
念
事
秦

の
律

(
凍
東

)

解
会
%
/
了
後
､
窓

外
の
春
光

に
映
え
る
符
を
な
が
め
つ

∩
､
佐
藤

仁
芸
負

の
名
司
令
に
よ
っ
て
懇
親
会

に
う

つ
っ

た
が
､
北
逼
蓮

･
秋
田
県

･
宮
城
県
か
ら
の
参
会
書
も
あ

(
′
て
'
話
頭

の
花

モ
彰
を
蔑

C
た
よ
う
で
布
石
｡

な
お
､
経
書
の
議
事
の

中

J
了
と

4
と
に

つ
い
て
は
'

以
下
の
会
告
を
参
e
'i
言
れ
た
い
.

会

皆

川

会
費

･
読
代
に
C
い
て

オ

五
回
大
会
教
会

の
決
黄

に
従

い
､
こ
の
考
､
庚
寮
の

誌
代
を
中
心
と
し
た
(云
賓
制
喪

を
夜
宮
し
､
会
葬

と
誌
代

と
の
二
本
｣立
て
と
す
ち
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.
含
費
は
年

額

ニ
o

o

E
:
で
､
本
年

よ
り
東
嶺
鼓
し
ま
す
b
ま
た
読

代

は
当
分

の
向
､
零

等

一
触

一
五

0
円

(
送
料

不
要
)
と

鼓
し
ま
す
.
捷

C
て
､
隼

田
回
刊
行
と
し
て
･
芸
事

の
百
六

撫
育
は
守

八
〇

〇

円
と
な
り
･
耳
向
で
ニ
｡

｡

円
6
倍
上

i
と
な

り
ま
す
か

'
こ
れ
は
諸
物
鹿
の
値
上
げ
と
廉
葛

･

舎
討
手
考

の
円
耳
を
は
か
石
た
め
L
J外
な
り
ま
せ

ん

｡
御

協
力
を
功

罪
L
J
言
す

.

な
お
学
生
会
奏

は
会

の
乗
等
の
面
で
奉
t
!
し
て
貰

っ
て

い
ち
す
の
で
､
会
雷

の
詠

を
恵
存
敦
し
ま
す

･

^S
創
立
十
周
年
記
年
事
者

-こ
つ
い
て

本
会

は

痛
撃

11+

t
茸
九
月
に
晋
定
数
し
ま
し
た

｡
錬

っ
て
､

埠
和
也
十

一
年
秋

に
は
創
立
衰

十
周
年
を
屯
か
え

る
こ
と
に
な
り
す
す
｡
そ
こ
で
.
こ
れ
を
舞
念

し
て
.有
意

蕎
な
乎
嘗
看
た

い
た
い
と

い
う
青
草
が
'
会
兵

の
中
か
､り

- 5g一一一一



おこり'種々頒討の名栗､学術的な団体として､
まJi)地域的な団体と-てふさわしい事業､会員の口によって可能な事業ということで､次のよJつな

記念事業の大綱がオ五回大会総会で決定されiTbした｡

①伐諒G)凄磨史硫宅入門』の別行

津軽地上力覚の歳究上悌頑の更判の喝説その他硬貨的なものを額暮して､音く全国の試乗舌

の頂をT!かちもの(BG版三〇〇.(I..,.hJ

⑦伐辞tP青森県の正史』の刊行

中苦衷にJLeけち社会薪正文の学習で､席土St正突首全体の発声6中に正しく寵海言せる寺がガリとしての､中学二二:年生童女象とす

ち副読本(AlrT板一五〇ぺ-.I,h)

①右二書とも紹却四十一車庫中に刊行する｡
④本茸｣∵t月頃までに弘前肘荘在任の会葬申よりを兵書岩穴で､編真を頁会を作り､具

体的な企画と銘集を肉鯖するO

①満集に.4要な宕膏は芸頁Ldりの挺出(一口

十円)蔓以て布てるら

以上の通りで濁りますので､何手書昇竜貨の頑

一_
■.モJIJ.;IJ′J.∴'-

極的な御協力壱御顧い申上げます｡il･bお､右の中の㊨と⑤LZつきましては.そり積の湊渉状況とと‥

臣仁紅く責のて御通知哀しまずQA.
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